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２０２４年度 総会式次第 

 

 １.  開会 

 

 ２.  議事録署名人選定 

 

 ３.  議事 

 

   第１号議案 ２０２３年度事業報告（案）及び決算報告（案）承認の件 

 

   第２号議案 ２０２４度事業計画（案）及び収支予算（案）承認の件 

 

第 3 号議案 理事の年会費免除の件 

 

   第４号議案 役員選任の件 

 

４.  閉会 

  

 ５.  ２０２４年度会長、副会長、執行役員発表 

 

６.  会長挨拶 
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第１号議案 ２０２３年度事業報告（案）及び決算報告（案）承認の件 

 

Ⅰ．事業報告（案） 

２０２３年度は、一般生活者に向けてICの職能をアピールすることにも重点を置いて、ホームペー

ジのリニューアルを行った。また、ビジネス創出チームを結成し、新たなビジネスの可能性を広げる

体制づくりに着手した。その他、リフォーム産業フェア、WOODコレクション（モクコレ）に協会と

して参加し、外部に向けてその存在感をアピールすることができた。 

年度末の会員数は、正会員２９１名、賛助会員６６社(団体)であった。 

ディヴィジョン、支部別の主な活動実績は以下の通りである。 

 

１．理事会 

全 13回開催 

 第 1回理事会 2023 年 4 月 6日  2023 年度活動計画・予算案の検討 

第 2 回理事会 2023 年 4月 24 日  2023 年度活動計画・予算案確認、ビジネス創出チーム設置承認 

 第 3回理事会 2023 年 5 月 11 日  2023 年度社員総会資料案承認、リフォーム産業フェア出展承認 

 第 4回理事会  2023 年 6 月 15 日  2023 年度計画の確認、CPD 制度修正版を確認 

 第 5回理事会 2023 年 7 月 6日    ビジネス創出チームメンバー発表と運営方針を確認 

 第 6回理事会 2023 年 8 月 3日   ホームページリニューアルの方針を承認、icon 事業の企画運営 

経費検討

第 7 回理事会 2023 年 9月 7 日   ホームページ制作依頼先の検討、IDM シンポジウム登壇者承認 

 第 8回理事会 2023 年 10 月 5 日  ホームページ発注先・発注金額の承認、YKK AP プロジェクト見 

積金額承認   

 第 9回理事会 2023 年 11 月 2 日  GOODLIFE フェア特別企画ブース出展を承認、インボイス制度への 

icon 対応を確認 

 第 10 回理事会 2023 年 12 月 7 日   CLIPP 導入研究会の経過と今後の方針を確認、CPD 講座の検討 

第 11 回理事会 2024 年 1月 15 日   第 3回オルガテック東京の後援承認 

第 12回理事会 2024 年 2月 8 日    トップコーディネーターの新規認定および更新承認  

 第 13 回理事会 2024 年 3 月 7日   2024 年度計画案、予算案の検討、役員改選・総会スケジュール確 

認、GOODLIFE フェア方針を確認 

 

２. 総合企画ディヴィジョン 

第 12 回定時社員総会と全 13 回の理事会の開催を行ったほか、一般社団法人として必要な諸手続き、事務局

の円滑な運営に努めた。研究グループのとりまとめ、全国の IC、外部諸団体とのネットワーク作りを行った。 

正会員支援としては、賠償責任保険および文芸美術国民健康保険関連の諸手続き、外部企業からの求人募

集配信、icon news 配信を行った。賛助会員支援としては、正会員に向けての情報配信、正会員との直接取引

制度(旧卸売り制度)運用サポートを行った。 

icon 顧問の島崎信氏の椅子コレクション 200 脚が収められている、河口湖畔の「椅子の学び舎」見学ツアーを

賛助会員のプラス株式会社ファニチャーカンパニーの企画で開催した。 

IDM ( インテリアデザインミーティング ）主催によるシンポジウムが開催され、｢世界のリモデリング事情｣をテーマ

に、icon からは、杉山和佳子副会長が登壇した。 
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３.  広報ディヴィジョン    

広報ディヴィジョンでは、①一般生活者へ、インテリアコーディネーター（以下 IC）の仕事をアピールする ②全

国の IC へ、icon の活動と入会のメリットを伝え、会員増強を目指す ③会員へ、icon 活動予定を配信し参加をう

ながす を目標に、HP・SNS・icon スケジュールメール配信などを行っている。2023 年度は、一般の方への IC の

周知、職能団体を強調した「新ホームページ」制作に取り組んだ。HP のトップページに一般の方へ向け、「イン

テリアコーディネーターとは？」で IC の職域の広さを紹介し、直接会員へ依頼ができるようにした。支部、自主

活動グループ、研究会のページを作り、ALL icon で、icon の活動を紹介していく。 

また、2024 年度「ショート動画」配信の準備として、会員に向け勉強会を開催した。 

 

４．ビジネスディヴィジョン 

会員のビジネス支援のための｢テクニカルアドバイスシステム(ＴＡＳ)｣の周知に努め、定期的に TAS LIVE

「Zoom でお悩み相談室」を開催した。 昨今増えてきた企業からの相談事をビジネスにつなげるための「ビジネ

ス創出チーム」のメンバーを B 会員から募集し、チームを編成した。また、インテリア関連の業界団体 IDM (イン

テリアデザインミーティング）の活動に主体団体として参加した。 

 

５．能力開発ディヴィジョン 

前年度から検討を進めてきた「icon CPD 制度全体構想修正版」を提言した。CPD 制度・講座を会員のニーズ

を反映した体系へと改善・更新していくために、2024 年 1 月 31 日に、理事会・各支部・研究会との意見交換会

を開催し、より実践的で有益な機会を提供出来るよう取り組みを進めている。 

また、初めての企画として、4 月にトップコーディネーター限定「スニーカーde HAYAMA 合宿」を行い、国指定

登録有形文化財である加地邸見学など、メンバー同士の交流も深めながら、様々な気づきや刺激を得られる貴

重な機会となった。 

インテリア英会話講座の初級編全 6 回、中級編全 6 回を開催した。 一般社団法人国際建材 ・ 設備産業協

会 IBMF LIPI（Living In Place Institude）事業部から提案のあった「CLIPP 研究会」に参加し、外部向けガイド

ブック作成作業を行った。 

■認定トップコーディネーター 

村上 英子   森山 恵   山下 祐司   今田 百春   奥田 治美   飯沼 朋子   北谷 明日香   松浦 千代美    

土肥 君代   東 千晴   片山 由美子  柏原 民  （12 名  2024 年 3 月） 

 

６. 流通活性化ディヴィジョン 

今年度はオンライン、リアルと新しいフェーズでの交流が増えた。メーカー、IC、顧客の『三方よし』を目指す「ク

レーム防止セミナー」を、賛助会員の(株)川島織物セルコンが2回開催。4年ぶりのクロスミーティングでは、新た

な分野の賛助会員も交えて、コーディネーターと活発な意見交換をすることができた。賛助会員（24社）の協力

を得て、3コースに分けてのSRツアーを行い「iconとして訪問したからこそ1人では聞けない話が聞けた」「次年度

も開催して欲しい」と大好評であった。テーブルコーディネート講座では、リアルだからこそ解る質感、サイズ感

の大切さを学んだ。 

■セミナー開催 

     ・（株）川島織物セルコン 顧客満足度UP！クレーム防止セミナー（カーテン生地編）（4月20日) 

・（株）藤栄＜マチュリテ＞テーブルコーディネート講座実施（7月5日） 

・（株）川島織物セルコン顧客満足度UP！クレーム防止セミナー（カーテン縫製編）（9月5日) 

■クロスミーティング  総会同日に実施（6月8日） 

■賛助企業SRツアー  3コースに分けて実施（6月9日） 
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７. 支部の活動報告 

【東京圏支部】（東京都、埼玉県、神奈川県、千葉県） 

東京圏支部では、参加することで icon の所属意義を見いだしてもらえるよう、スキルアップや情報

交換の企画を積極的に実施。今年度は、リアル開催とオンラインを併用しながら、会員同士の交流

を活性化させ、それぞれの仕事に役立つ活動を行った。      

＜主な活動＞ 

・東京圏支部総会(6 月 8 日) 

・役員会：月１回開催(リアル＆オンライン交互に開催) 

・役員会企画のイベントの運営・実施 

＜活動内容＞ 

（１） ビギナーズセミナー｢新会員さんいらっしゃい｣ 

(第 1 回：7 月 13 日・第 2 回：1 月 30 日)  担当：久保寺・虎岩 

第 1 回会場：フランスベッド赤坂ショールーム 

第 2 回会場：サンゲツ品川ショールーム 

（２）インテリアコーディネーターが知っておきたい収納の現実 

(9 月 20 日)  担当：鈴木・東谷 

会場： 南海プライウッド東京ショールーム 

収納の悩みを空間デザインに活かし、快適に暮らせるためのポイントを学んだ。 

（３）飛騨の家具フェスティバル見学＆飛騨古川・富山観光ツアー 

北陸支部との合同企画 (10 月 23 日～25 日) 

会場：岐阜県高山市・飛騨市、富山県富山市   担当：東谷・杉山 

（４）スキルアップセミナー｢IC フリーランス起業塾｣第 2～5 回 

オンライン開催(第 2 回：5 月 10 日、第 3 回：8 月 24 日、第 4 回：10 月 30 日、 

第 5 回：2 月 14 日)   担当：畑・杉山 

フリーランスを目指す会員向けに、昨年度の「営業編」に続き、実践に役立つ経験談を中心 

にノウハウを伝授した。 

（５）会員交流 minicon ｢起業塾フォローアップ会｣ 

(7 月 13 日、9 月 26 日、12 月 6 日、3 月 13 日)  担当：畑・杉山 

 （６）インテリアスタイリスト「窪田 俊」氏によるコーディネートセミナー（2 月 28 日) 

オンライン&リアル開催会場： リグナテラス東京 担当：久保寺・鈴木 

第 1 部は座学、第 2 部はコーディネートの実演のセミナー。 

実例写真を中心に細やかに解説。小物の違いで印象が変わると実感した。 

全国のオンライン参加の会員にも好評だった。 

 

【北陸支部】（富山県、石川県、福井県） 

2023 年度の北陸支部は、見学会、企業訪問、セミナー開催と、様々な活動を行った。特に、見学会、 

セミナーとも支部メンバーだけでなく、他支部 icon 会員や一般の方にもご参加いただけたことは支部 

メンバー一同とても嬉しく感じた。また、東京での賛助会員企業 SR ツアーや飛騨・高山の家具メー 

カー工場・SR 見学ツアーに参加し、広く icon 会員や賛助会員の皆様と交流することができた。 

コロナ禍が明け、改めてリアル開催の良さを感じた。 

＜活動内容＞ 
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・アートホテル「楽土庵」 見学会  7 月 12 日(水)  参加人数:15 名 

伝統的なアズマダチの古民家を再生した建物に、紙、絹、土をテーマにした客室にアートや工芸 

品が並ぶ素晴らしい空間。「その土地が持つ『土徳』を伝えたい」というお話に感銘を受けた。 

・企業訪問：株式会社リホーム （福井県福井市）11 月 8 日(水)  参加人数:5 名 

業務依頼の相談を頂いた（株）リホーム様の「北欧キッチン&インテリアスタジオ ノッキ」 を見 

学。展示のオーダーキッチンや家具、雑貨、窓周りアイテムの説明を受け商談を行った。 

・東京圏支部+北陸支部合同企画ツアー  10 月 23 日(月)〜25 日（水） 

飛騨の家具フェスティバル、高山の家具メーカー工場、ショールーム見学、富山市内の見学を通 

して多くを学び、会員・賛助会員との交流を深める事のできる充実した企画だった。 

・雅樂俱グリーンリノベーション見学会  11 月 17 日(金)  参加人数:13 名 

「サステナビリティ×ラグジュアリー」をテーマにリノベーションされた客室を見学。新しい時 

代の建築やインテリアのあり方を考える機会を得ることができた。 

・iconCPD 講座   

リノベーションスキルアップセミナー開催 1 月 24 日(水) オンライン参加人数:30 名（講師含 

む）経験豊富な杉山和佳子副会長よりリノベーションの背景から実際の仕事の流れまで貴重なお 

話を伺った。質疑応答では参加者から多くの質問があがり充実したセミナーとなった。 

・分科会合同報告会（オンライン） 3 月 15 日(金)  参加人数: 6 名 

「SDGs 推進チーム」「伝統工芸を“今”に生かして」2 つの分科会の報告会を行った。 

 

【中四国支部】（岡山県、広島県、鳥取県、島根県、山口県、香川県、徳島県、愛媛県、高知県）  

支部開設5周年を迎えた中四国支部は、積極的に交流を行い情報交換をすることに重点を 

おき活動した。いろいろな研究会ともコラボレーションして活動の幅を広げることができた。 

＜活動内容＞ 

・支部定例会での賛助会員紹介コーナー 

毎月の定例会の前に時間を設け、地方会員と賛助会員企業とのビジネスの活性化につながった。 

・「今さら聞けない!? IC の現場知識セミナ―」オンライン (8 月 22 日)  セミナー参加者 26 名 

講師：片柳通行・石田剛・畑忠成・嶋村淳 

IC 一般参加者にも中四国支部会員にも icon の TAS（テクニカルアドバイスシステム）を知って

もらうため、無料セミナーとして開催した。 

・支部設立 5 周年記念岡山倉敷バスツアー(11 月 8 日)  参加：25 名 

  5 周年を記念して岡山倉敷バスツアーを開催。 

重森三玲記念館・天籟庵で作庭家重森三玲の足跡を巡りながら当時 18 歳でその茶室や庭を設計し 

た三玲に思いを馳せた。倉敷美観地区では三宅商店を経営されている辻氏の案内で、明治から 

医院だったところをリノベーションし 2022 年にオープンしたゲストハウス「土屋邸」を見学。 

倉敷の日常を伝え体験してもらいたいという想いが至るところに散りばめられ、趣向を凝らした 

創りに、まだまだ時間が足りないと感じるほどだった。 

その後、孟宗竹の特性を生かし、竹の集成材で家具を製作している「TEORI」の工場にて、製造 

過程を見学。余すことなく使える竹の材料の可能性について説明を聞き、モダンに変身した家具 

を見学した。歴史・伝統を感じる場所で最新のスポットやサスティナブルな材料での家具工場ま 

で一日で巡ったが、インテリアコーディネーターにとって多くの学び実りあるツアーになった。 
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Ⅱ．決算報告（案）（２０２３年４月１日～２０２４年３月３１日） 

  

     貸借対照表 （別紙） 

 正味財産増減計算書 （別紙）   

 ２０２３年度監査報告 （別紙） 

 

 

第２号議案 ２０２４年度事業計画（案）及び収支予算（案）承認の件 

  

Ⅰ．事業計画（案） 

一般生活者へ向けて様々な領域で活動する IC の職能をアピールすること、その一方で IC 一人ひとりがそ

れに見合う「力」を付けて信用力を上げることを目指し、新ホームページの充実と SNS 配信、CPD 講座の再

構築を進める。 

全国組織の法人格であることを活かして、企業とのビジネスに積極的に取り組むため、ビジネス創出チームが

活動しやすい体制を整える。 

 

１．会員支援活動   

会員の事業への参加率を高め、会への帰属意識、満足度を上げる。新規入会会員へのサポートを十分に

行い、企画、運営面に積極的に関わってもらえる仕組み作りを進める。 

フリーランスへの支援として、賠償責任保険、文芸美術国民健康保険の制度を周知するとともに、法律知識の

セミナー開催を行う。 

    

２．ビジネスサポート、ビジネス創出活動   

会員のビジネスサポートの一環としてスタートしたテクニカルアドバイスシステム（TAS）のさらなる普及と内容

の充実を目指す。賛助会員企業ショールームで TAS リアルイベントを開催する。 

昨年度立ち上げた B 会員による「ビジネス創出チーム」では、今後、ビジネス受託可能内容を整理し、賛助会

員や外部企業へアピールする。流通活性化 Diｖ と協力し、企業が求める IC とのビジネスの可能性について

調査を行う。 

 

３．CPD 制度の充実   

ディヴィジョン、支部、研究会が開催する CPD 講座の企画協力、運営のフォローをする。CPD 講座認定

icon オリジナル「インテリア英会話講座」では体験会等のイベントを開催し、講座をアピールする。 icon トップ

コーディネーター研修会を開催、また、動画を作成して外部にアピールする。 

 

４．広報活動  

 一般生活者にむけ、インテリアコーディネーターの仕事をアピールする。そのため、YouTube ショート動画を

配信し、また、１０月開催の GOOD LIFE フェア出展を統括する。全国の IC へ icon の活動と入会メリットを

アピールし、会員増強を目指す。 icon 会員に会の方針、活動スケジュールを周知する。 

  

５．賛助会員支援活動  

賛助会員、正会員のビジネスを深めるために、クロスミーティングを開催、総会時に合わせ、ショールームツア

ーを開催する。「直接販売制度（旧：卸売制度）」を B 会員に周知し、活用を勧める。賛助会員によるクレーム
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防止セミナーを年３回程度開催する。 

 

６．地域会員拡大活動 

北陸支部、中四国支部、その他のサテライト地域の活動支援を行う。さらに、icon のブランディング強化を図り、

全国の会員増強をめざす。 

 

７．外部団体との協働 

朝日新聞社主催 GOOD LIFE フェアに出展し、賛助会員企業と共に生活者のインテリア需要を掘り起こし、 

より良い暮らしを実現するためのプロフェッショナルとして IC の存在をアピールする。 （公社）日本インテリア 

デザイン協会（JID）とのキッズデザインプロジェクト事業を進める。CLIPP 導入研究会への参加を継続し、「日 

本版 CLIPP 養成プログラム」の編集作業、パンフレット作成、および実施企画に関わる。 

IDM（インテリアデザインミーティング）では今年は icon が JAPAN SHOP 出展のメイン団体となるため、積極的 

な参画を進める。  

 

８. SDGs 推進活動  

icon の各事業を通じて、常に SDGs を意識し、内部での情報共有および外部への発信を行う。 

 

９．支部の活動計画 

【東京圏支部】（東京都、埼玉県、神奈川県、千葉県） 

会員同士の交流を活性化しながら、より多くの会員が icon に所属する意義や活動に参加する充実感を知る機

会を生み出していく。特に新会員についてはこれまで以上にフォローを行い、参加への第一歩の機会をつくる。

また、各会員がＩＣとして自立し、ビジネスチャンスを生み出すことで、ＩＣの認知を拡大させることを目標に、スキ

ルアップや情報交換の場を積極的に設ける。 

① 賛助会員企業ショールームツアーの企画協力 

② IC フリーランス起業塾：５回コースを再開催  

③ CPD 講座（外部講師）：１回 

④ ３支部合同企画：京都研修交流ツアー 

⑤ 新役員による企画 

＊交流会の企画：新会員さん歓迎会、定期的な会員同士＆賛助会員との交流会、icon サークル等の企画 

＊支部役員会：毎月実施（リアル＆Zoom 交互に）① 賛助会員企業ショールームツアーの企画協力  

 

【北陸支部】（富山県、石川県、福井県）   

「北陸の伝統工芸の魅力を探る」、 「SDGs の勉強・IC として取り組むべき活動を考える」、 「IC ビジネス 

において必要な知識の習得・情報交換」 をテーマに、IC 能力アップや会員の交流促進を目指す。 

① 北陸の伝統工芸の魅力を探る 

各自で興味のある伝統工芸について調べる。 

九谷焼の絵付け体験と能美市ウェルネス SARAI の見学会を企画中。 

② SDGs の勉強・ IC として取り組むべき活動を考える 

   各自のインテリア関連の情報収集とアップサイクルについてさらに深堀を行う一環として富山県内企業で 

空間リノベーション等を手掛ける㈱家’s の見学会を予定。 

③ IC ビジネスにおいて必要な知識の習得・情報交換 

   ビジネスに関する情報交換、実務に役立つセミナー開催予定。（CPD 講座） 
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④ 見学会又は近県研修旅行を開催。 

⑤ 支部内定例会議 

⑥ ３支部合同企画： 研修交流ツアー 

 

【中四国支部】（岡山県、広島県、鳥取県、島根県、山口県、香川県、徳島県、愛媛県、高知県）  

WEB やデータでのコーディネーションや物流・情報共有が加速している。この情勢にインテリアコーディネータ

ーが対応すべきノウハウを中心に支部として会員をフォローするとともに、一般社会への認知を深めてゆく。会

員の増減があり入れ替わりもあるので、icon の説明などを改めて行う。 

①  新しい素材・商品の知識向上 

積極的に賛助会員との交流を図り、実際のビジネスにつなげていく。流通活性化 Div とも連絡を取り 

合いながら 地方でのメーカー商品の活用に尽力できる方法を模索する。 

② 3 支部合同企画 研修交流ツアー（総会時に計画） 

③ 一般の方たち向けのワークショップなどの開催 

④ 支部内定例会議 

⑤ 支部主催でビジネスマナーなどのレクチャーセミナー開催 

 

    

Ⅱ．収支予算（案） 

 

   収支予算(案) （２０２４年４月１日〜２０２５年３月３１日）  （別紙） 

 

 

第３号議案 理事の年会費免除の件 

   設立 10 周年を経て、正会員数 300 名、賛助会員 68 社と組織的にも大きくなり、業界内外からの 

認知度、期待度も上がっている。それに伴って、運営に関わる理事の負担も増えている。設立時よ 

り理事は無報酬と定款で定め、今後もその方針は変わらないが、業務負担への慰労として、理事は 

その任期中は、翌年度の会費納入を免除する。 

理事の果たす役割と運営を次世代に引き継いでいくための一つの対策として、理事への慰労の制度 

化（年会費免除）について承認を求める。 

 

 

第 4 号議案 役員選任の件 

  理事および監事の任期満了に伴い、以下の役員を選任する。  

（候補者） 

理事  

奥田 治美、北谷 明日香、杉山 和佳子、畑 忠成、濱中 恵理、横山 玲子、米重 綾子、 

今田 百春（中四国支部長）、北陸支部長（5/15 総会にて選任）、東京圏支部長（6/6 総会にて選任） 

 

監事  

島田 信照、廣瀬 直樹  全２名   
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